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（２）道内地域課題への取組み



【目的】地域ならではの課題を対象に、ナッジやデザイン思考に基づく介入策の設計を行い、
検討プロセスを可視化し展開することで、実用可能性と応用性を道内に示す。

道路を横断するエゾシカの様子 市街地周辺に出没したヒグマ

引用：北海道新聞（2020）箱わなで捕獲された体重３１３キロのヒグマ＝２７日、積丹町（北海道猟友会提供）：北海道新聞 どうし
ん電子版 (hokkaido-np.co.jp)
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list?article_id=486027&p=7492197&rct=n_hokkaido

事業③実績 （２）道内地域課題

エゾシカのロードキル対策 ヒグマの人里侵入対策

近年増加傾向にある「エゾシカのロードキル」及び「ヒグマの人里侵入」に着目。
NPO法人PolicyGarageによる研修を受講し、専門家の知見を取り入れながら設計。
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EASY（簡潔に）

● デフォルト

● 摩擦を減らす

● アクセスしやすく、利用しやすく

Social（社会的に）

● 他人の環境配慮行動を強調

● アイデンティティを刺激、適切なメ

ッセンジャー

● 社会的つながり、仲間からの圧力

Attractive（魅力的に）

● 注意を引く

● メッセージは「前向き」「共通の利

益」

● インセンティブを賢く使う

Timely（タイムリーに）

● 事前のコミットメント、現在の利益

を強調

● 変化を受け入れるタイミングを狙う

● 計画作成と遂行をサポート

事業③実績 （２）道内地域課題

介入策検討にあたってのポイント①

国内外で開発が進むナッジの組立に関するフレームワーク
（EAST、BASIC等）を活用

例：EAST®（Behavioural Insights Team, UK）

効果的な介入の
ために、

満たすべき条件が
整理された

チェックリスト型
フレームワーク
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○ 道政への有用性検討、活用経験を通した波及展開へ



事業③実績 （２）道内地域課題

介入策検討にあたってのポイント②
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NPO法人Policy Garageとの連携による介入策検討

NPO法人Policy Garage

省庁や自治体職員等を中心となったプロボノ
NPO。取組の一つに「ナッジ及びデザイン思考の
政策適用」を掲げ、省庁及び自治体対象に研修
事業や事例創出支援等を展開。令和３年１月設
立。

〇 道内地域課題（ヒグマ、エゾシカ）を題材に、当該分野の専門性を有するNPO法人
Policy Garageに依頼し、２日間２回の介入策検討研修を開催。

○ 事業メンバー含む延べ約35名の道職員が受講。

デザイン思考やナッジ等の基礎 応用、実践

○ 専門的なノウハウの獲得、
今後の連携体制の構築

第１回目 第２回目
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事業③実績 （２）道内地域課題

介入策検討にあたってのポイント③

解決したい政策課題
の原因は？

目指すべき
政策目標（アウトカム）は？

行動介入の対象は？
いつ、どこで、どのように介入？

効果検証は可能か？

事業設計に必要な
定性・定量データは十分か？

多くの関係主体とともに、介入する行動を特定し、行動に影響
を与える主要因を検討するプロセスを構築・実行

【検討プロセスを踏まえることで・・・】
○ 幅広な意見を取り入れることで、実態に即した事業設計が可能
○ 取組の優先順位が整理され、合意形成や主体性向上も円滑に


